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1年生 ↑ 4年生 ↓ たんぽぽ学級↑ 5年生↓ ２・３年生↑ 6年生↓

【校訓】かしこく なかよく たくましく富小spirits 「努力を楽しみ 向上を喜ぶ」

令和８年４月2４日

4月は行事が立て続けにある月です。今号では、その様子をご紹介させていただきます。
4月19日（日）の授業参観、学級懇談会はたくさんのご参加ありがとうございました。新しい年度となり、

4月は子どもたちにとっても学年が一つ上がり、また新しい出会いもあり、「こんなことを頑張っていきたい」
「こんなことができるようになりたい」という強い思いをもってのスタートです。その様子を保護者の皆様に
は参観していただいたと思います。また、学級懇談会と教育相談は子どもを「真ん中」において、学校と家
庭が情報交換をしていく大切な機会ととらえています。本年度から家庭訪問を教育相談という形に変更さ
せていただきました。教育相談を終えて、職員室に戻ってくる先生方の顔を見ると「いい共通理解の場に
なった」という満足感が伝わってきました。今後ともご理解・ご協力をよろしくお願いします。

4月9日は入学式。本年度は５人の富っ子が入学してきました。式中の氏名点呼も全員
元気に「はいっ！」の返事を行い、とても温かい雰囲気の中での式でした。一人一人に国
から送られる教科書を贈呈しました。式の後半は、各学年のお迎えのメッセージ、２年生の
学校紹介など学校全体で「５人の入学生と一緒に富岡小でがんばっていくぞ！何かあっ
たら私たちに任せてね！」という１つ学年があがった喜びの気持ちもあふれていました。ま
た、本年度も社会福祉法人 啓仁会様から苓北町内の新入生全員に体育服上下一式を
贈呈していただきました。ありがとうございました。

本年度は全校児童５９人でのスタートとなりました。５９人は、「得意なこと・苦手なこと」
「好きなこと・あまり好きじゃないこと」「うまくできること・まだうまくなる途中のこと」など一
人一人違います。その違いを大切にしながら、その歩幅の違いを互いに認め合い、その中
で高め合う学校の雰囲気をつくっていければと考えています。本年度も保護者の皆さん
のご協力、地域の皆様のご支援をよろしくお願いします。

R8年度テーマ
『「～合い」を大切に、自己との対話、他者との対話で自己実現』

学校HP

授業参観・学級懇談会・教育相談
ありがとうございました。

４月１６日（木）に３～６年生の交通安全教室、4月21日（火）に低学年の交通安全教室を実施しました。
低学年の交通安全教室は、天候に恵まれず2回の延期。やっと三度目の正直で晴天の中、実施できまし
た。交通安全指導員の皆さんのご協力のもと、正門下の横断歩道を使って、安全確認「右、左、右。手を挙
げて、わたります」の練習です。2年生の模範もあり、入学したばかりの1年生もばっちりでした。
中高学年の交通安全教室は、自転

車を使っての安全教室です。グラウン
ドでは、主に運転スキルを、校外のコー
スでは交通ルールを学んでいきます。
３年生も自転車に乗り始め、行動範囲
が広くなってきますね。くれぐれも交通
安全には気を付けていきたいですね。
交通安全協会の皆様、いつもありが
とうございます。

TOMIOKA ELEMENTARY SCHOOL in REIHOKU TOWN

4月16日、21日に交通教室を実施しました。交通安全指導員の皆様ご協力ありがとうございました。



ご相談・ご心配ごとがありましたら、
気軽にご相談ください。

〇お子さんの健康に関すること（久永）
〇お子さんの育ちに関すること（久永・小川）
〇学校での友だち関係の心配事（担任・小川・甲田）
〇学校のきまり等に関すること（小川）
〇学校の教育活動全般（亀子・甲田）

学校HP

ホームページは、ほぼ
毎日更新しています。子ど
もたちの学校の様子や地
域との連携、先生たちの
頑張りをお伝えしています。
ご家庭での子どもたちと
の団らんの材料に使って
いただければと思っていま
す。是非ご覧ください。

富岡小！本年度はこんなところを重視します

４月１６日（木）５年生は田植え体験です。教育委員会、町農
林水産課、そして苓北町土地改良区事務局などのご協力をい
ただき、苓北町の５年生が全て集まっての田植え体験がありま
した。この米が、学校給食用米の一部となるそうです。子ども
たちは、最初は田んぼに入るのが・・・、といった状況でしたが、
慣れるとどんどん苗を植えていました。いつも、田の横を通るた
びに、少しずつ大きくなっている様子を観察させていただいてい
ます。このまま、順調に大きく育ってほしいですね。
5年生は社会科でも米作について学んでいきます。体験をした
中で、探究的に学びを進めていくことがいいんですよね。また、苓北連合小学校として「水俣に学ぶ肥
後っ子教室」「集団宿泊教室」に苓北町の5年生が一つのチームとなって参加します。ちょっとした顔合
わせにもなったのではないでしょうか。すてきな体験の機会ありがとうございました。

「美味しいお米に育って」 5年生 田植え体験。田んぼも慣れたらへっちゃら。

昨年度は、保護者の皆さん、地域の皆様のご協力もたくさんいただき、子どもたちの「学び」「心」「健
康・体力」そして「苓北・富岡との関り」が充実した1年であったと思います。子どもたち一人一人成長を頼
もしく思った1年でした。しかし、課題もまだまだ残っています。その課題について職員とも共有し、本年度
重視していくことをまとめました。

R8年度の富小テーマ：「合い」を大切に、自己との対話、他者との対話で自己実現
～「聴き合う・学び合う」関係の中で、自己有用感を育む学校～

【心】◎ 心の教育の更なる充実
①児童と児童、児童と教職員の密接な関係づくり（聴き合う関係・認め合う関係）
②相談体制の充実→相談機能をアップ、相談機会を充実（児童の心理的安定をアップしたい）
③道徳教育の充実、児童の更なる人権意識の向上（「ことばはわたし」を行動力に！）
④自己肯定感を高め、前向きな思考と態度の育成（自己有用感のアップに！）

【学】◎複式学級を学校全体で支える組織づくり
⑤「聴き合い」「学び合い」学習の充実とICTの効果的な活用（自分で課題を見つけ、解決を図り、
自らの深化を実感する学びへつなげたい）

【健】〇保護者の皆さんと児童の健康について一緒に考える機会の充実
【郷】〇富岡地区とのつながりを大切にした学びの精選
【働き方改革】
〇苓北町業務管理推進計画に沿った学校の業務内容等の
見直し・改善のための工夫

これまでも、子どもを真ん中において、学校と家庭で連携した取組を行っ
てきました。本年度は特に「自己有用感」を子どもたちが実感し、自信につ
なげる仕組づくりができないかと考えています。「自己肯定感」は、「自分が
好き」という内面的な納得感です。「自己有用感」とは、「人の役に立って
いる」という他者との関係の中で生まれる感覚と考えています。聴き合う関
係を大切にしながら、地域とのつながりを大切にした学びの中で、家庭と
一緒になって自己有用感を高めていく1年になるよう取り組んでいきます。
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